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理事長・学長年頭の挨拶

新年おめでとうございます。
今年２０００年は２０世紀最後
の年です。
私は１９４５年の第二次大戦の
日本の敗戦をはさんで２０世紀の
４分の３を生きてきました。年を
とるほど、５０年以上前に若くし
て戦争に倒れた友のことを思い、
ご両親や家族の嘆きを思い、これ
からも平和な日本であってほしい
と心から願っています。

これから２１世紀に生きる若者は与えられた平和を
エンジョイするだけでなく、自ら正義を尚び平和を創
る努力をして下さることを期待しています。

皆さん、新年あけましておめで
とうございます。
2000年というこの記念すべき
年を、皆さんも新たな気持ちで迎
えられたことと思います。
本学においても、今年は校内に
国際医療福祉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰが
開設されます。このｾﾝﾀｰ内には重
症心身障害児施設「なす療育園」
と身体障害者療護施設「那須療護
園」、ならびに身体障害者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞ

ｽｾﾝﾀｰ｢那須ﾃﾞｲｾﾝﾀｰ｣の三つの施設がｵｰﾌﾟﾝします。大
学院生や研究者のためのＬ棟の工事も3月中には竣工
する予定で、棟内には基礎医学の実験設備や就職情報
室、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ､同窓会用事務室など新しい用途の部屋
が設置されます。
臨床教育関連施設としては、先ほどの重心・療護施
設が新たに加わり、東京の山王病院新病棟も年内に完
成の見込みです。さらに栃木の国際医療福祉病院も新
病棟の着工にかかる予定です。こうした施設には患者
様にできる限り最高度の医療サービスを提供する一方
で、教育研究に資するという両面があります。入所・入
院・来院される方々にとって過ごしやすい場を提供す
ることを設計思想とし、環境においても設備面におい
ても21世紀の医療福祉の原型を作るにふさわしい施設
となるものと思います。こうした施設を整備すること
で本学に不足している実習施設を確保し、大学と協力
して運営していきたいと考えています。しかし、施設は
整備しますが、それを運営し、実際に動かすのは人間で
あり、皆さん一人一人の力です。国際医療福祉大学の卒
業生たちが、どのような場所においてもどのような環
境におかれても創意工夫を忘れず、医療従事者として
の志を高く持っていただくことを願っています。
大学側としても、学生諸君がより効果的に学び、より
よい学生生活を送るためにどのような支援をすればよ
いのか、大いに創意工夫が必要であると痛感している
ところです。皆さんも前向きな提言があれば積極的に
お寄せいただきたいと思います。
いよいよ20世紀も最後の年となりました。悔いのな
い一年を送られることを願ってやみません。

▼現在建設中の
  国際医療福祉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

▲新年会で今年度の抱負を語る理事長

▲現在建設中の大学院棟（L棟）

▲2000年にめでたく成人式を迎えました ▲総勢400人を越える盛大な新年会になりました

理事長理事長理事長理事長理事長     高木邦格高木邦格高木邦格高木邦格高木邦格 学長学長学長学長学長     大谷藤郎大谷藤郎大谷藤郎大谷藤郎大谷藤郎

1階「那須ﾃﾞｲｾﾝﾀｰ」
「なす療育園」
┗診療施設

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ施設
2階「那須療護園」

┗入所施設
3階「なす療育園」

┗入所施設

L棟は理学・作業・
基礎医学などの研
究室を始め、就職
情報室、教育後援
会室、同窓会室な
ども設置されてい
ます。
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常陸宮殿下常陸宮殿下常陸宮殿下常陸宮殿下常陸宮殿下・・・・・妃殿下ご来訪妃殿下ご来訪妃殿下ご来訪妃殿下ご来訪妃殿下ご来訪

12
月
10
日
、常
陸
宮
正
仁
親
王
殿
下
、同
妃
殿

下
が
本
学
の
ご
視
察
に
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
し

た
。理

事
長
、学
長
、大
田
原
市
長
等
が
玄
関
で
お

迎
え
し
、理
事
長
室
で
理
事
長
か
ら
大
学
の
概
要

を
ご
説
明
申
し
上
げ
た
後
、学
内
を
ご
案
内
致
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、作
業
技
術
室
で
、小
砂
焼
の
陶
芸

家
を
講
師
に
し
た
作
業
療
法
学
科
の
焼
き
物
作
り

の
実
習
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。両
殿
下
は
学

生
に
熱
心
に
お
声
を
か
け
ら
れ
、ま
た
、展
示
し

て
い
た
自
助
具
を
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
に
な
ら
れ

る
な
ど
、
大
変
興
味
を
持
た
れ
た
ご
様
子
で
し

た
。

11月27日、宇都宮市のコンセーレ大ホールで行われた、いっ
くら日本語スピーチコンテスト（いっくら国際文化交流会主催）
において、理学1年　蒋讃奎（ジャン・チャンキュ）さんが、優
勝・準優勝に次ぐマロニエ賞を獲得。蒋さんは韓国から日本へ来
て5年半、これまで生活
してきた地でマスター
した大阪弁、茨城弁を
巧みに使いこなしたス
ピーチは、会場を大い
にわかせました。歴史
に根ざした地域語の大
切さを訴えたすばらし

い内容でした。大阪弁、茨城弁、東京弁の日本語三カ国語に
ついで栃木弁も話したいと考えている蒋さんに、みなさん御
協力よろしくお願い致します。  （和田眞知子）

▲作業療法実習室で学生にお声をかけられる常陸宮殿下

▲管理棟前にハナミズキを記念植樹

次
に
管
理
棟
玄
関
前
で
、ご
視
察
の
記
念
に
紅

白
の「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」を
お
手
植
え
い
た
だ
き
ま

し
た
。途
中
、留
学
生
と
お
言
葉
を
交
わ
さ
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、本
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
二
階
言
語
聴
覚
セ

ン
タ
ー
で
は
、笹
沼
先
生
が
東
洋
一
の
設
備
を
誇

る
当
セ
ン
タ
ー
の
説
明
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、実
際
に
患
者
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
様
子
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
治
療
・
訓
練
を

受
け
て
い
る
子
供
さ
ん
か
ら
華
子
妃
殿
下
が
直
接

花
束
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
、ク
リ
ニ
ッ
ク
外

来
診
察
に
来
て
い
た
お
年
寄
り
の
方
に
も
励
ま
し

の
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
、終
始
に
こ
や
か

に
ご
見
学
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

蒋讃奎さん、蒋讃奎さん、蒋讃奎さん、蒋讃奎さん、蒋讃奎さん、国際シンポジウム国際シンポジウム国際シンポジウム国際シンポジウム国際シンポジウム in  in  in  in  in 宇都宮のスピーチコンテストでみごと入賞宇都宮のスピーチコンテストでみごと入賞宇都宮のスピーチコンテストでみごと入賞宇都宮のスピーチコンテストでみごと入賞宇都宮のスピーチコンテストでみごと入賞9 99 99 99 99 9
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▲表彰式を終え記念撮影

▲表彰を受ける蒋さん（写真右）



4

お　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せ
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          入試事務室入試事務室入試事務室入試事務室入試事務室
一般入試後期日程について一般入試後期日程について一般入試後期日程について一般入試後期日程について一般入試後期日程について
一般入試後期日程が下記日程で
実施されます。

          図書館図書館図書館図書館図書館
新コンピュータシステムが稼働新コンピュータシステムが稼働新コンピュータシステムが稼働新コンピュータシステムが稼働新コンピュータシステムが稼働
11月より図書館の新コンピュータシ
ステムが稼働しています。インター
ネット対応が可能で、図書館内の蔵書
検索用端末も増設され、情報処理室、
院生・教員用端末からも検索できま
す。不明の点は図書館へお問い合わせ
下さい。
冬期の開館時間を延長冬期の開館時間を延長冬期の開館時間を延長冬期の開館時間を延長冬期の開館時間を延長
期末試験、国家試験の勉強に備え、
開館時間を以下のように延長しまし
た。「静かな図書館」を心がけて下さ
い。
1/4(火)～1/8(土)：
9:00～23:00

1/11(火)～3/24(金)：
9:00～23:00(土･日を含む)

      （飯沼一浩）

同窓会入会方法同窓会入会方法同窓会入会方法同窓会入会方法同窓会入会方法

同窓会事務局同窓会事務局同窓会事務局同窓会事務局同窓会事務局
〒324-8501
栃木県大田原市北金丸2600-1
（国際医療福祉大学）
TEL 0287-24-3003
FAX 0287-24-3100

e-mail　mmm-doso@iuhw.ac.jp

本会は、卒業生相互の親睦を図ると共に、医
療福祉の向上に努め母校の発展に寄与する事
業を目指しております。まだ入会されてない
卒業生の皆様にはぜひ、ご入会いただきます
よう、よろしくお願いいたします。
入会方法は専用の振込依頼書にてご入金く
ださい。振込依頼書がお手元にない方は、同窓
会事務局までご連絡ください。至急、ご送付い
たします。
また、このほかのご質問等ございましたら、
同様にご連絡ください。

◇第４回同窓会役員会報告◇第４回同窓会役員会報告◇第４回同窓会役員会報告◇第４回同窓会役員会報告◇第４回同窓会役員会報告
　　卒業記念樹　　卒業記念樹　　卒業記念樹　　卒業記念樹　　卒業記念樹『『『『『心心心心心癒癒癒癒癒ののののの木木木木木』』』』』
同窓会「マロニエ会」では、平成１１年
１２月４日（土）に、卒業記念樹マロニエ
の木の植樹式を行いました。マロニエの特
性から卒業時期には移植が困難であるため
１１月中に植樹を行い、１２月に同窓会役
員が卒業生を代表して式を行うことといた
しました。
高さ８ｍに達するこの木は、体育館東側
の思索の森前に植えられており、「大学を
巣立っていく仲間が、心をも癒す治療、看
護、介護ができる人材になれるように」ま
た、「在学生や遊びにきた卒業生にとって
心を休める場となるように」との２つの願
いから『心癒の木』と名付けられました。
この『心癒の木』が日に日に幹を太くし
大きくなっていく様子がそのまま大学の発展を表すよう、同窓会
役員一同祈っております。（平成１１年１２月４日（土）に予定し
ておりました、同窓会設立記念パーティーが延期となり、会員の
皆様には大変ご迷惑をおかけいたしました。この場をお借りし、重
ねてお詫び申しあげます。） （同窓会会長　吐師秀典）

◇学生課◇学生課◇学生課◇学生課◇学生課
春期休業にむけての注意とお願い春期休業にむけての注意とお願い春期休業にむけての注意とお願い春期休業にむけての注意とお願い春期休業にむけての注意とお願い

・出願期間：2月18日（金）
     ～ 3月3日（金）消印有効
・試験日：保健学部
              3月13日（月）
　　　　　医療福祉学部
              3月14日（火）
・合格発表日：3月21日（火）
                   午後1時
・入学手続：3月21（火）
     ～ 3月24日（金）消印有効
入試についてのお問い合わせ、
募集要項の請求は
入試事務室　TEL：0287-24-3200
　　　　　　FAX：0287-24-3199
までお気軽にどうぞ。　　　　
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▲心癒の木

これから後期試験を経て春期休業に
入ります。そこで学生の皆さんに若干
の注意とお願いをいたします。
①盗難や交通事故報告が増えていま
す。自宅の戸締りや持ち物の紛失に
注意しましょう。また運転中の携帯
電話の使用やカーナビの注視は11月
1日から原則として道路交通法の違
反行為となり、違反点数2点と反則
金が車の大きさによって 6 0 0 0 ～
12000円の範囲で課せられます。
②（特に新4年生）就職活動には休み
は関係ありませんので自己分析や情
報の収集に努力して下さい。また2
～3年生も新年度にむけてミスのな
いよう、掲示板には注目してくださ
い。
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◇教務委員会◇教務委員会◇教務委員会◇教務委員会◇教務委員会
小委員会の発足および活動報告小委員会の発足および活動報告小委員会の発足および活動報告小委員会の発足および活動報告小委員会の発足および活動報告
医療福祉学部では平成13年度の新入生に向けてこれまでのカリ
キュラムの見直し作業を行うため、医療福祉学部カリキュラム検
討小委員会を教務委員会内小委員会として発足しました。委員長
は医療福祉学科の中野いく子教授であり、委員は2学科からそれ
ぞれ2名づつ選出されて組織されます。
臨床教育小委員会（委員長：斎藤恵子教授）では、臨床教育に
かかわる諸問題の対処に関する活動を行っています。現在は７学
科の平成12年度臨床・臨地実習の計画一覧を作成中です。特に大
学関連施設における各学科の実習調整が大きな課題でもあります。
FD小委員会（委員長：矢野　聡教授）では、平成11年度の教員
研修会を計画中です。日程は平成12年2月24日（木）、10：00～
16：00の予定で行います。内容は、午前中の基調講演と、午後の
分科会から成ります。基調講演の講師および分科会のテーマにつ
いては現在検討中です。教員の方々は、奮ってご参加下さい。

 （杉原素子）
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部

◇
国
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部
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部
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部
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ク
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ク
ト

IUHW 

28
号
で
報
告
し
ま
し
た
標
記
・
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
き
、ベ
ト
ナ
ム
政
府
・
保
健
省
と
の

協
議
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
顧
問

の
国
際
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
・
中
嶋
宏
所
長
と
国

際
部
・
長
谷
川
が
昨
年
12
月
22 - 

28
日
に
ハ
ノ
イ

お
よ
び
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
出
張
し
ま
し
た
。
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／
ケ
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ケ
ニ
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療
訓
練
カ
レ
ッ
ジ
・・・・・
プ
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プ
ロ
プ
ロ
プ
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
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ト

ジ
ェ
ク
ト

ジ
ェ
ク
ト

ジ
ェ
ク
ト

ジ
ェ
ク
ト

本
年
度
は
、
計
７
名
の
研
修
員
が
次
々
と
来
学

し
、
各
学
科
、
セ
ン
タ
ー
、
事
務
局
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

ほ
か
、多
く
の
関
連
施
設
で
研
修
に
つ
き
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。本
年
度
の
研
修
は
こ
れ
で
終
了

し
ま
し
た
。

 

（
長
谷
川
豊
）

          紀要委員会紀要委員会紀要委員会紀要委員会紀要委員会
明けましておめでとうございます。教職員の皆様には貴重な研究成果の発表の場である紀要に日頃から多大のご
理解とご協力をいただきまして誠に有難うございます。年初にあたり紀要委員会として厚くお礼申し上げます。現
在、紀要第4巻の編集作業中で、紀要にとって最重要の作業である投稿論文の審査と修正を行っております。査読
者からの貴重な意見が本学紀要の質を高く保つ上で重要な役目を果たしており、ご多忙の中での審査と心労に深く
敬意を表します。
紀要第５巻の原稿締切りは１月末日となっております。執筆者には是非とも脱稿をお願いいたします。

（野原功全）

          ボランティア委員会ボランティア委員会ボランティア委員会ボランティア委員会ボランティア委員会
ボランティアセンターの企画ボランティアセンターの企画ボランティアセンターの企画ボランティアセンターの企画ボランティアセンターの企画
大学の敷地内に平成12年度から重症心身障害児
施設と身体障害者療護施設がオープンします。その
時にできればボランティアセンターを開設して、施
設内のボランティア
ニーズに対応する受け
入れのマネジメントや
学生の地域へのボラン
ティア活動への情報提
供などを行えるように
していきたいと検討を
すすめています。

（鈴木五郎）

          就職委員会就職委員会就職委員会就職委員会就職委員会
就職内定就職内定就職内定就職内定就職内定 4 7 . 24 7 . 24 7 . 24 7 . 24 7 . 2 ％、％、％、％、％、求人前年同様求人前年同様求人前年同様求人前年同様求人前年同様
平成12年3月卒業予定者555名のうち、就職希望者は
515名、92.8％。求人は平成11年11月現在で、2,291件・
13,948名、前年同期が14,902名だったのでほぼ前年同様
に推移しています。
就職内定率は、全体で47.2％、看護72.1％、理学60.9
％、作業31.1％、言語35.7％、放射線29.8％の順となっ
ています。4年生は実習中のところが多く、1月に入って
から内定率が急上昇する見込みです。
就職委員会は、3年生を対象とする就職ガイダンスを医
療福祉学部は1月11日、保健学部は4月上旬に２回に分
けて実施することをきめました。 (鈴木五郎)
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会
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際
交
流
委
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際
交
流
委
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国
際
交
流
委
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１  

11
月
15
日
、

第
３
回
留
学

生
懇
親
会
を

開
催
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
関
係

教
職
員
と
和

や
か
な
時
を

過
ご
し
ま
し

た
。
大
田
原

国
際
交
流
会

会
長 

橋
本
洋

氏
、
事
務
局

長 

柿
澤
邦

雄
氏
を
ご
招

待
し
、今
後
深
い
交
流
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

２  

11
月
27
日
、
い
っ
く
ら
国
際
文
化
交
流

会
主
催
「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
PT
１
蒋
讃
奎
君(

韓
国)

が
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
マ
ロ
ニ
エ
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

３
　
本
年
度
を
締
め
く
く
る
国
際
交
流
親
善

パ
ー
テ
ィ
ー
を
、12
月
14
日
レ
ス
ト
ラ
ン

２
階
で
開
催
し
ま
し
た
。大
田
原
国
際
交

流
会
会
長
、副
会
長
も
出
席
し
、学
長
、留

学
生
、
国
際
活
動
を
行
っ
た
学
生
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

教
職
員
、
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
約

70
名
の
方
々
が
集
ま
り
、
学
生
の
余
興
、

ゲ
ー
ム
な
ど
も
交
え
、交
流
を
深
め
ま
し

た
。

４  

栃
木
県
青
年
海
外
協
力
隊
帰
国
隊
員
報

告
会
が
、
Ｏ
Ｂ
会
、JICA
関
東
支
部
、
本

学
の
共
催
に
よ
り
、12
月
17
日
6
時
よ
り

E101

教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
の

濃
い
報
告
に
、学
生
か
ら
の
活
発
な
質
問

が
よ
せ
ら
れ
、
盛
会
で
し
た
。
参
加
者
数

が
50
名
程
と
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。今
後
継
続
し
て
開
催
し
た
い
と
の
希

望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

 

（
田
中
美
子
）

部会部会部会部会部会・・・・・委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

▲第３回留学生懇親会の模様

▲学生ボランティア
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第４回学長杯英語スピーチコンテスト開催、第４回学長杯英語スピーチコンテスト開催、第４回学長杯英語スピーチコンテスト開催、第４回学長杯英語スピーチコンテスト開催、第４回学長杯英語スピーチコンテスト開催、優勝は理学療法学科の下重孝幸さん優勝は理学療法学科の下重孝幸さん優勝は理学療法学科の下重孝幸さん優勝は理学療法学科の下重孝幸さん優勝は理学療法学科の下重孝幸さん
12月 7日午後６時から学長を迎えて、恒例の Speech Contest が開催さ
れました。２年生全員が参加したクラス予選を見事勝ち抜いた代表25名が｢自
分ならでは｣の魅力溢れる演説を目標に熱弁をふるいました。有名な演説が解
釈と表現でこんなにも違う力を持つようになるのか
と、聴衆はその度に惜しみない拍手をおくりました。
理学２年馬渕茜さんの司会進行のもと、E101は終始
熱気に包まれました。ゲスト審査員は荒井蝶子先生、
伊藤元信先生にお願いしました。１位は下重孝幸さ
ん(理学)、２位は一戸知子さん(看護)、３位は小林

基子さん(言語)でした。最後に学長を囲んでの記念撮影で見せてくれた全員の
若々しい笑顔がとても印象的でした。みんな、頑張ってくれて、ありがとう！

  (南井紀子）

I’m so happy to win the first place. Last year, I was among the excited audience. I was deeply moved
by each speech. Since then, I have been dreaming of being on this contest.
Fortunately, the dream came true -not just being on the contest, but winning!
However, without great help of my friends and teachers, I could not have
succeeded. I enjoyed practicing with them so much; I learned a great deal and
was encouraged by their energy. No words can fully express my feelings, but
thank you, everybody, for this “glorious” prize and “precious” experience. I
will surely treasure it in my heart. (下重孝幸）

上段左から 熊田敦史, 横塚記代, 氷上尚子, 大澤健, 中三川正樹, 糸賀裕子, 鏑木咲智子, 茜ヶ久保嘉代,
橋本匡夫, 馬渕茜, 金子達也, 竹田千鶴子, 細川智也

中段左から 中島由希子, 神野沙織, 藁谷由葵 , 小林基子, 下重孝幸, 学長, 一戸知子, 村山彩
下段左から 日向道子, 立澤真美, 大久保尚美, 福田美穂, 佐久間友美, 篠沢立暁

第第第第第 44444 回学長杯英語スピーチコンテスト本選出場者と大谷学長回学長杯英語スピーチコンテスト本選出場者と大谷学長回学長杯英語スピーチコンテスト本選出場者と大谷学長回学長杯英語スピーチコンテスト本選出場者と大谷学長回学長杯英語スピーチコンテスト本選出場者と大谷学長

▲学長と入賞者の皆さん

第第第第第 44444 回学長杯英語スピーチコンテスト回学長杯英語スピーチコンテスト回学長杯英語スピーチコンテスト回学長杯英語スピーチコンテスト回学長杯英語スピーチコンテスト

出場者全員のレベルが年々向上しているのに驚きました！！
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の
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記念
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▲司会の馬淵 茜さん

▲熱のこもったスピーチ
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全員
の感
想

全員
の感
想

全員
の感
想

全員
の感
想

全員
の感
想

一戸知子一戸知子一戸知子一戸知子一戸知子（（（（（看看看看看護護護護護 )))))
英語の楽しさや親しみ、また本選に
向けた先生との個人レッスン、さらに
約100人の前で英語のスピーチをする
という体験そのものが得たものではな
いかと思います。しかし、言葉に意味
や重みを含ませて伝えるというのが難
しくて苦労しました。

篠沢立暁篠沢立暁篠沢立暁篠沢立暁篠沢立暁（（（（（看看看看看護護護護護)))))
クラスの代表と言うこと
で、かなりLevel の高い中ス
ピーチを自分が行うことは他
にはあまりない貴重な経験と
なり、なかなかおもしろい体
験として心に残って楽しめま
した。

立澤真美立澤真美立澤真美立澤真美立澤真美（（（（（看看看看看護護護護護)))))
思わぬクラスの代表にな
り初めはとまどったがス
ピーチを終えてこのような
体験ができて本当に良かっ
たと思う。また少し英語に
自信がつきこれからもがん
ばろうというきっかけにな
り私にとって大きな大きな
出来事になりました。

村山村山村山村山村山     彩彩彩彩彩（（（（（看看看看看護護護護護)))))
英語で話すことのおもしろさを知
り、大勢の前でスピーチすることで成
長できました。

下重孝幸下重孝幸下重孝幸下重孝幸下重孝幸（（（（（理理理理理学学学学学 )))))
友人との良い思い出ができ、英語
担当の先生方とのコミュニケーショ
ンがより深まりました。賞を取りた
いという目的のために、それを得る
のと同時に、その過程がとても大切
だと言うことを知りました。Speech
Contestに参加したみんな、御協力
してくださった先生方、本当にあり
がとうございました。

金子達也金子達也金子達也金子達也金子達也（（（（（理理理理理学学学学学)))))
物事に対してチャレンジ
する気持ちとそれによって
得られる達成感が本選に出
場して得られたものだと思
います。クラスの代表に選
ばれて当日精一杯がんばっ
てスピーチを行った、この
過程がとても大切だったと
思います。

細川智也細川智也細川智也細川智也細川智也（（（（（理理理理理学学学学学 )))))
初めKelso先生にクラスの代
表に選ばれた時はなぜだかわ
からなかったし、「嫌だな」と
いう気持ちがありました。で
も選ばれたからにはグランプ
リを狙いに行こうと何度も練
習しました。南井先生、Kelso
先生をはじめ、多くの先生方
や友達に感謝です。

茜ヶ久保嘉代茜ヶ久保嘉代茜ヶ久保嘉代茜ヶ久保嘉代茜ヶ久保嘉代（（（（（作作作作作業業業業業 )))))
非常に個人的なことで
すが少し落ち込んでいた
時でしたので、自信を取
り戻す、良い機会になり
出場するチャンスをいた
だいたことに感謝してい
ます。

藁谷祐葵藁谷祐葵藁谷祐葵藁谷祐葵藁谷祐葵（（（（（作作作作作業業業業業 )))))
自信がついたような
気がします。皆の前で
スピーチする機会がな
かなかないのでとても
良い経験になったと思
います。

中三川正樹中三川正樹中三川正樹中三川正樹中三川正樹（（（（（作作作作作業業業業業)))))
聴衆の前でスピーチすること
の難しさを知りました。

熊田敦史熊田敦史熊田敦史熊田敦史熊田敦史（（（（（言言言言言語語語語語)))))
大衆の面前で話すことはとて
も勇気がいりましたが、そこを
がんばってできたことで、誇り
になったように思います。入賞
こそできませんでしたが、英語
のあまり好きではない自分に
とって、とても良い経験ができ
たと思います。

小林基子小林基子小林基子小林基子小林基子（（（（（言言言言言語語語語語 )))))
リハーサルで他の発表者のスピーチ
の上手さに刺激され、代表に決まって
から練習に熱が入りました。不安な気
持ちでいっぱいでしたが、マイクの前
でスピーチしているときは不安や緊張
はなかったような気がします。与えら
れたチャンスを自分の身になる「経験」
にすることができて大変良かったです。

氷上尚子氷上尚子氷上尚子氷上尚子氷上尚子（（（（（言言言言言語語語語語 )))))
大勢の前でスピーチをすることがすごく不安で直前までやめたいと思っ
ていたけれど、コンテストに出場できて良かったと思えるようになりまし
た。自分の発音がだめだと思えたのは他の人の素晴らしいスピーチを聴け
たからこそで、何よりも人前で話すという経験が一番の利益になりまし
た。

横塚記代横塚記代横塚記代横塚記代横塚記代（（（（（放放放放放射射射射射 )))))
自分の実力を発揮
できなくて残念でし
た。練習不足による緊
張のためだと思いま
す。また自分を表現す
ることの難しさを知
りました。

大沢大沢大沢大沢大沢     健健健健健（（（（（放放放放放射射射射射)))))
うまくいえないけど大切な
何かを得たと思います。立食
パーティーで学長と話すこと
ができて良かったです。

神野沙織神野沙織神野沙織神野沙織神野沙織（（（（（放放放放放射射射射射)))))
大勢の人の前で話せ
る度胸がつきました。
いい経験になりまし
た。

中島由希子中島由希子中島由希子中島由希子中島由希子（（（（（放放放放放射射射射射)))))
自分の発音に少しだけ自
信がつきました。とても緊
張したけれど、良い経験が
できました。

佐久間友美佐久間友美佐久間友美佐久間友美佐久間友美（（（（（福福福福福祉祉祉祉祉)))))
I t’s  a  good chance to

speak in front of many
people.

When I waited for my
turn , I was very nervous ,
but once I started the
speech , I wasn’t tense.
I could enjoy myself.

竹田千鶴子竹田千鶴子竹田千鶴子竹田千鶴子竹田千鶴子（（（（（福福福福福祉祉祉祉祉)))))
みんなの「やるぞ！」という
熱い気持ちに驚き緊張した。
（特に本番）大勢の人の前にで
るまでは「いやだ?」と思うの
に、いざ舞台に上がると「誰
が、来てくれているのかな?」
と聴衆を見る余裕がある自分
にびっくりした。

福田美穂福田美穂福田美穂福田美穂福田美穂（（（（（福福福福福祉祉祉祉祉)))))
とっても嫌で仕方がなかったが、
皆ががんばっている姿を見てこんな
機会は滅多にないのだから、自分な
りにやってみようと思い、自分なり
の解釈ですべて自己流でやってみ
た。人前で下手でも堂々とやること
ができたと思う。

大久保尚美大久保尚美大久保尚美大久保尚美大久保尚美（（（（（福福福福福祉祉祉祉祉)))))
今まで、私は英語が嫌いでした。今回、不
安と緊張でいっぱいでした。けれどフーバー
先生の指導のもとがんばればできるかもしれ
ないと思えるようになりました。当日は失敗
してしまったけれど英語に対してやればでき
ると思えるようになったことは私にとって大
きな一歩だと思います。

鏑木咲智子鏑木咲智子鏑木咲智子鏑木咲智子鏑木咲智子（（（（（経経経経経営営営営営)))))
表現力や自己主張、友情、発音への
意識。大学生活での良い経験になり
ました。もっとうまい人がいたのに
私なんかがでて学科の恥になってし
まったのではと思います。私も練習
不足だったのでもっと余裕を持って
参加したかったです。

日向道子日向道子日向道子日向道子日向道子（（（（（経経経経経営営営営営)))))
最初は「優」をめ
ざし練習していま
したが、徐々に本
選をねらおうと思
いました。努力す
ることで認められ
る喜びを得たと思
います。

糸賀祐子糸賀祐子糸賀祐子糸賀祐子糸賀祐子（（（（（経経経経経営営営営営 )))))
代表になって来た人たちはみんな
とってもがんばって練習したという
ことを強く感じました。中でもやは
り１位のKingは本当に迫力があって
圧倒されました。そんな人たちと同
じ舞台で挑戦するという貴重な経験
ができたのが得たものだと思います。

第４回英語スピーチコンテスト本選出場の方々からコンテスト終了後に感想を頂きました。

橋本匤夫橋本匤夫橋本匤夫橋本匤夫橋本匤夫（（（（（経経経経経営営営営営）））））
先生方に直接指導してい
ただいたことがとてもあり
がたかったです。充実した
経験になりました。
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実
習
体
験
記

医
療
経
営
管
理
学
科

医
療
経
営
管
理
学
科

医
療
経
営
管
理
学
科

医
療
経
営
管
理
学
科

医
療
経
営
管
理
学
科高橋

泰
先
生

高
橋
泰
先
生

高
橋
泰
先
生

高
橋
泰
先
生

高
橋
泰
先
生
…
医
療
経

営
管
理
学
科
の
３
年
生
は
、

全
国
各
地
の
49
病
院
で
４

週
間
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
実
習
病
院
に
特

に
お
願
い
し
ま
し
た
こ
と

は
、
経
営
・
管
理
す
る
立
場

か
ら
学
生
達
が
病
院
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
半
分
は
医
事
業

務
を
、
そ
し
て
半
分
は
様
々
な
部
署
を
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
で
は
医
療
経
営
管
理
学
科
、
座

談
会
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

病
院
実
習
で
何
を
や
っ
て
き
た
か
？
何
を
学
ん
だ
か
？

病
院
実
習
で
何
を
や
っ
て
き
た
か
？
何
を
学
ん
だ
か
？

病
院
実
習
で
何
を
や
っ
て
き
た
か
？
何
を
学
ん
だ
か
？

病
院
実
習
で
何
を
や
っ
て
き
た
か
？
何
を
学
ん
だ
か
？

病
院
実
習
で
何
を
や
っ
て
き
た
か
？
何
を
学
ん
だ
か
？

黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
…
東
京
の
私
立
の
病
院

で
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
受
付
業
務
か
ら
始

ま
り
、
医
事
課
、
総
務

な
ど
の
事
務
一
般
の
実

習
及
び
放
射
線
部
、
看

護
部
、
手
術
室
な
ど
病

院
全
体
を
幅
広
く
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
事
務
長
に
一
日
付

い
て
仕
事
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
し
た
こ
と
で
す
。

小
林
小
林
小
林
小
林
小
林
…
国
立
病
院
に
実
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

は
医
事
課
で
事
務
・
カ
ル
テ
の
運
搬
な
ど
を
、
医

療
現
場
で
は
放
射
線
科
・
栄
養
課
な
ど
の
仕
事
内

容
や
、
全
体
の
流
れ
な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
事
前
学
習
と
し
て
こ

れ
か
ら
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
た
り
、
統
廃
合
の

流
れ
が
あ
る
中
で
、
今

ま
で
の
高
度
医
療
の
提

供
だ
け
で
な
く
人
件
費

な
ど
の
経
営
面
に
も
注

目
し
て
い
こ
う
と
言
う

動
き
が
見
て
と
れ
た
こ

と
で
す
。

清
水
清
水
清
水
清
水
清
水
…
社
団
法
人
の
病
院
に

行
き
ま
し
た
。
実
習
の

内
容
は
、
黒
田
君
、
小

林
さ
ん
と
ほ
ぼ
同
じ
で

し
た
。
特
に
印
象
的
な

こ
と
は
、
施
設
課
の
徹

底
し
た
コ
ス
ト
意
識
で

あ
り
、
壁
掃
除
な
ど
は
自
分
達
で
や
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
壁
掃
除
を
手
伝
い
ま
し
た
（
笑
）。

和
田
和
田
和
田
和
田
和
田
…
東
京
の
私
立
の
病
院
で
、
総
務
や
人
事
の
仕
事

の
み
で
な
く
物
品
管
理
な
ど
も
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
シ
ー
ツ
を
畳
ん
だ
り
滅
菌
作
業
も
手
伝
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
患
者
さ
ん
を
思
い
や
る

心
が
あ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と
こ
の
病
院

で
は
理
念
を
強
く
掲
げ
て
い
て
そ
れ
を
も
と
に
職

員
が
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

高
久
高
久
高
久
高
久
高
久
…
黒
田
君
と
同
じ
病
院
で
、
病
院
の
収
益
構
造
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
医
事

課
を
中
心
に
院
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
医
事
課
に

コ
ス
ト
が
集
ま
る
様
子
な
ど
を
重
点
的
に
見
て
き

ま
し
た
。
こ
の
病
院
で
は
事
務
長
を
中
心
と
し
て

一
括
し
て
収
支
の
管
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
一
貫
し
た
管
理
体
制
が
経
営
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
理
由
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
…
自
治
体
立
病
院
を
見

て
き
ま
し
た
。
こ
の
病

院
を
選
ん
だ
理
由
は
自

治
体
立
の
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
聞
き
、
こ
の
目
で
実

際
に
見
て
み
よ
う
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

病
院
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
ト
ッ
プ

の
理
念
に
よ
り
組
織
は
変
わ
る
、
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

医
療
経
営
管
理
の
学
生
と
し
て
病
院
に
関
す
る
意
見

医
療
経
営
管
理
の
学
生
と
し
て
病
院
に
関
す
る
意
見

医
療
経
営
管
理
の
学
生
と
し
て
病
院
に
関
す
る
意
見

医
療
経
営
管
理
の
学
生
と
し
て
病
院
に
関
す
る
意
見

医
療
経
営
管
理
の
学
生
と
し
て
病
院
に
関
す
る
意
見

和
田
和
田
和
田
和
田
和
田
…
病
床
数
の
２
倍
の
職

員
が
働
い
て
お
り
、

「
何
ら
か
の
リ
ス
ト
ラ

が
必
要
で
は
な
い

か
？
」
と
尋
ね
ま
し
た

が
、「
リ
ス
ト
ラ
は
患

者
様
の
こ
と
を
考
え
る

と
出
来
な
い
。」
と
い
う
返
事
で
し
た
。

小
林
小
林
小
林
小
林
小
林
…
国
立
病
院
の
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま

す
が
、
安
易
に
リ
ス
ト
ラ
は
出
来
な
い
の
で
、
定

年
退
職
者
を
待
っ
た
り
業
務
の
委
託
を
行
い
、
最

小
限
の
人
数
で
効
率
よ
く
運
営
し
て
い
る
現
状
に

感
心
し
ま
し
た
。

高
久
高
久
高
久
高
久
高
久
…
現
場
の
コ
ス
ト
意
識
が
高
く
、
例
え
ば
放
射
線

科
で
はMRI

やCT

の
一
台
一
台
に
そ
の
日
一
日
の

目
標
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
病
院
で
は
事
務
長
を
中
心
に
種
々
の
デ
ー
タ

を
解
析
し
、
診
療
会
議
な
ど
で
各
部
門
の
管
理
者

に
そ
れ
ら
の
解
析
結
果
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
も
し
事
務
長
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
と
し
た
ら
皆

さ
ん
は
で
き
る
か
な
？

黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
…
小
さ
な
企
画
な
ら
や
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

病
院
全
体
は
と
て
も
無
理
で
す
。
今
の
自
分
に
は

病
院
全
体
を
見
る
目
が
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
病

院
の
経
営
に
欠
か
せ
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
難
し
い
で
す
。

清
水
清
水
清
水
清
水
清
水
…
今
の
知
識
で
は
難
し
い
で
す
。
経
営
の
知
識
、

特
に
数
字
を
見
て
病
院
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
難
し
い
で
す
。
コ
ス
ト
意
識

を
病
院
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
能
力
も
必
須
で
す
が

今
の
私
に
は
力
不
足
で
す
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
清
水
君
の
病
院
は
、
コ
ス
ト
意
識
が
浸
透
し
て

ま
し
た
か
？

清
水
清
水
清
水
清
水
清
水
…
部
署
に
よ
っ
て
意
識
の
差
は
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
岩
月
さ
ん
の
病
院
は
、
現
場
も
コ
ス
ト
を
意
識

し
て
い
ま
し
た
か
？

岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
…
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
コ
ス
ト
意
識
は
現
場
ま
で
浸

透
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
形
の
経
営
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
下
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
い

て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
コ
ス
ト
意
識
を
育
て
る
と
い

う
方
法
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

和
田
和
田
和
田
和
田
和
田
…
病
院
の
ど
こ
の
部
署
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し

て
い
る
の
か
を
本
（「
病
院
は
や
わ
か
り
読
本
」
な

ど
）
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
か
ら
実
習
を
行
う
と

良
い
と
思
い
ま
し
た
。

高
久
高
久
高
久
高
久
高
久
…
自
分
が
病
院
で
「
何
を
勉
強
し
た
い
の
か
」
と

言
う
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
持
っ
て
行
っ
た
ほ
う

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
岩
月
…
は
じ
め
に
最
終
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
渡

さ
れ
、
ど
の
課
に
お
世
話
に
な
る
の
か
は
前
も
っ

前
回
29
号
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
「
実
習
体
験
記
」

も
、今
回
は
第
２
回
と
い
う
こ
と
で
、医
療
福
祉
学

部
の
２
学
科
の
実
習
を
座
談
会
形
式
で
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。「
医
療
経
営
管
理
学
科
」
は
高
橋
泰
先

生
、「
医
療
福
祉
学
科
」
は
本
多
勇
先
生
に
司
会
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

て
わ
か
り
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
な
質
問
を
行
う

か
、
逆
に
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
尋
ね
ら
れ
る
か
」

と
い
う
想
定
質
問
を
考
え
て
か
ら
実
習
に
の
ぞ
む

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
…
持
っ
て
行
っ
た
ら
役
立
つ
も
の
は
、
電
卓
、
事

務
以
外
で
研
修
す
る
時
は
白
衣
な
ど
で
す
。
ま
た
、

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
便
利
だ
と
思
い
ま

す
。

清
水
清
水
清
水
清
水
清
水
…
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
を
先
方
よ
り
出
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
態
度
で
実
習
を
行
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度
実
習
を
行
え
る

な
ら
ば
、
原
価
計
算
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
デ
ー
タ

を
集
め
て
、
経
営
分
析
を
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
栄
養
課
に
行
っ
た
時
「
な
に
に
興
味
が
あ
る
の

か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

も
し
今
な
ら
ど
ん
な
風
に
答
え
ま
す
か
？

清
水
清
水
清
水
清
水
清
水
…
費
用
と
収
益
の
バ
ラ
ン
ス
と
答
え
ま
す
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
同
じ
こ
と
を
高
久
君
が
放
射
線
科
に
行
っ
て
尋

ね
ら
れ
た
ら
、
今
な
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す

か
？

高
久
高
久
高
久
高
久
高
久
…
実
習
で
こ
の
質
問
を

受
け
た
と
き
は
病
院
全

体
に
お
け
る
放
射
線
科

の
位
置
づ
け
と
答
え
ま

し
た
が
、
今
は
機
械
の

減
価
償
却
や
一
日
の
撮

影
目
標
値
な
ど
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
で
は
、
事
務
長
に
対
し
て
、
今
な
ら
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
聴
き
た
い
で
す
か
？

黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
黒
田
…
ど
う
い
う
視
点
で
病
院
を
見
て
い
る
か
と
言
う

事
や
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
払
い
人
を
動
か

し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
医
療
経
営
管
理
学
科
の
学
生
は
、
実
習
に
行
く

前
と
実
習
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
で
は
、
物
の
見
方

や
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
現
場
感
覚
に
根
ざ

し
た
話
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
今
日
は
ご
苦
労
様
で
し
た
。

医
療
福
祉
学
部
編

医
療
福
祉
学
部
編

医
療
福
祉
学
部
編

医
療
福
祉
学
部
編

医
療
福
祉
学
部
編

小林真理子小林真理子小林真理子小林真理子小林真理子

高久和也高久和也高久和也高久和也高久和也

和田千恵子和田千恵子和田千恵子和田千恵子和田千恵子 清水隆明清水隆明清水隆明清水隆明清水隆明岩月智子岩月智子岩月智子岩月智子岩月智子

高橋泰先生高橋泰先生高橋泰先生高橋泰先生高橋泰先生

さ
す
が
高
橋
泰
先
生
。
学
生
達
と
の
座
談

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
学
生
の
声
を
見
事

引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、
本
多
勇
先
生
の
司
会
に
よ

る
医
療
福
祉
学
科
の
座
談
会
で
す
。
こ
ち
ら

も
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
体
験
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

黒田史博黒田史博黒田史博黒田史博黒田史博

▲高橋先生と語り合う学生達
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医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
科

本
多
勇
先
生

本
多
勇
先
生

本
多
勇
先
生

本
多
勇
先
生

本
多
勇
先
生
…
社
会
福
祉

は
利
用
者
の
生
活
の
自
立
・

自
己
実
現
と
い
う
の
が
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
８
人
の
３
年

生
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
実
習
を
通
し
て
な
に

を
感
じ
た
か
を
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

     

初
め
て
の
実
習
。

初
め
て
の
実
習
。

初
め
て
の
実
習
。

初
め
て
の
実
習
。

初
め
て
の
実
習
。
最
初
の
一
週
目
の
感
想
は
？

最
初
の
一
週
目
の
感
想
は
？

最
初
の
一
週
目
の
感
想
は
？

最
初
の
一
週
目
の
感
想
は
？

最
初
の
一
週
目
の
感
想
は
？

中
野
中
野
中
野
中
野
中
野
…
不
安
と
緊
張
の
中
、
あ
た
ふ
た
し
た
毎
日
で
し

た
。
最
初
は
流
れ
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
精
一
杯

で
し
た
。

渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
…
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
最
初
主
任
さ
ん

に
利
用
者
の
名
前
や
状
態
を
覚
え
る
よ
う
に
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
目
の
前
の
実
習
に
追
わ
れ
て
な
か

な
か
名
前
を
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

福
井
福
井
福
井
福
井
福
井
…
肢
体
不
自
由
児
の
施

設
で
実
習
を
し
ま
し

た
。
積
極
的
に
な
ん
で

も
や
ろ
う
と
思
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
た
が
、
失

敗
の
連
続
で
し
た
。
子

供
た
ち
と
の
関
わ
り
の

中
で
施
設
の
方
に
自
分
の
小
さ
い
時
を
思
い
出
し

て
接
し
て
み
た
ら
と
言
わ
れ
て
、
ふ
と
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
子
供
達
と
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
ん
だ
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。

稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
…
最
初
の
日
に
施
設
の
方
か
ら
生
活
の
リ
ズ
ム
に

慣
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
努
力
し
ま
し
た
。
子
供

た
ち
と
接
す
る
機
会
を
得
た
の
で
三
日
目
に
は
１

０
３
名
の
子
供
た
ち
全
員
の
名
前
を
覚
え
ら
れ
た

こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
田
山
田
山
田
山
田
山
田
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
実
習
で
、
普
通
は

介
護
業
務
の
実
習
を
最
初
に
す
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
私
た
ち
は
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
た
て
る
た
め
に

利
用
者
さ
ん
を
観
察
す

る
実
習
が
中
心
だ
っ
た

の
で
と
に
か
く
利
用
者

さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
る

様
に
努
力
し
ま
し
た
。

杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
実
習
し
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
の
一
週
間
で
基
本
的
な
介
護
の
仕
方
を
学

び
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
顔
色
や
状
態
を
み
た

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
ぶ
の

が
初
め
の
目
標
で
し
た
。
利
用
者
さ
ん
か
ら
多
く

の
話
を
聞
き
出
す
よ
う
に
自
分
の
方
か
ら
積
極
的

に
話
す
よ
う
努
力
を
し
ま
し
た
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
そ
う
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ

う
と
す
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。

　 

　
　
大
竹
さ
ん
寺
脇
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？

大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
…
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
、
そ
の
準
備
で
忙
し

か
っ
た
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
仕
事
は
地
域

と
の
交
流
が
重
要
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
…
福
祉
事
務
所
は
利
用
者
と
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
風
に
福
祉
事
務

所
が
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
学
び
ま
し
た
。
郡
部

の
福
祉
事
務
所
で
の
実
習
だ
っ
た
の
で
地
域
の
中

で
の
役
割
や
置
か
れ
た
立
場
を
な
る
べ
く
学
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
た
。

     

実
習
に
お
い
て
特
に
感
じ
た
こ
と

実
習
に
お
い
て
特
に
感
じ
た
こ
と

実
習
に
お
い
て
特
に
感
じ
た
こ
と

実
習
に
お
い
て
特
に
感
じ
た
こ
と

実
習
に
お
い
て
特
に
感
じ
た
こ
と
・・・・・
思
い
出

思
い
出

思
い
出

思
い
出

思
い
出

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
四
週
間
に
わ
た
る
実
習
の
中
で
、
特
に
感
じ
た

こ
と
や
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

中
野
中
野
中
野
中
野
中
野
…
障
害
者
施
設
の
実

習
で
、
自
分
の
テ
ー
マ

が
「
関
係
作
り
」
だ
っ

た
の
で
す
が
、
あ
ま
り

よ
く
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
閉
症
の
人
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
し
た
が
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
一
歩
前
進

で
し
た
。

渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
…
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
「
あ
そ
び
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
言
う
自
分

で
考
え
た
ゲ
ー
ム
を

や
る
こ
と
に
な
り
、

「
つ
り
ゲ
ー
ム
」
を

や
っ
て
み
た
ら
最
初

不
評
で
し
た
。
次
の
日
に
も
う
一
度
相
手
の
身
に

な
っ
て
改
善
し
て
や
っ
て
み
た
ら
大
好
評
で
し
た
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
野
中
野
中
野
中
野
中
野
…
良
い
時
悪
い
時
の
波
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
乗
り
切
っ
て
「
七
転
び
八
起
き
の
精

神
」
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
渋
川
…
注
意
さ
れ
て
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
後
に
引
き
ず
ら
な
い
こ
と
で
す
。
施
設
の

方
々
の
話
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
方

か
ら
積
極
的
に
質
問
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

福
井
福
井
福
井
福
井
福
井
…
一
番
大
切
な
の
は
「
話
す
こ
と
」。
質
問
や
お
話

な
ど
は
重
要
で
す
。
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
通
じ
合

え
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
積
極
的
に
会
話

を
す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
…
宿
泊
の
時
は
ご
飯
を
し
っ
か
り
食
べ
て
く
だ
さ

い
。
体
が
持
ち
ま
せ
ん
…
。
自
分
が
楽
し
く
な
い

と
接
し
て
い
る
人
も
楽
し
く
な
い
の
で
難
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
心
か
ら
楽
し
む
よ
う
に
し
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
山
田
山
田
山
田
山
田
…
別
の
実
習
生
と
励
ま
し
あ
っ
て
乗
り
切
っ
た
こ

と
も
あ
る
の
で
、
一
緒
に
行
く
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
…
実
習
は
限
ら
れ
た

時
間
な
の
で
一
歩
施
設

に
入
っ
た
ら
「
笑
顔
と

ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
」
で

い
こ
う
と
決
め
て
い
ま

し
た
。
老
人
の
場
合
は

話
が
通
じ
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
歌
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
き
っ
か
け
が
出
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
い
ろ

い
ろ
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
…
行
く
ま
で
目
標
が
漠
然
と
し
て
い
ま
し
た
が
社

会
福
祉
協
議
会
は
総
合
的
に
福
祉
を
勉
強
で
き
る

所
な
の
で
、
ま
だ
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
な

ら
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を
お

勧
め
し
ま
す
。

寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
…
福
祉
事
務
所
の
場

合
は
市
と
郡
部
の
事
務

所
に
別
れ
て
い
て
、
又

そ
こ
に
関
わ
っ
て
く
る

法
律
も
違
っ
て
く
る
の

で
、
そ
の
事
務
所
が
ど

の
よ
う
な
役
割
で
運
営

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
と
実
習

が
ぼ
け
て
き
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
挨
拶
と
謙
虚
さ
を
忘
れ
な
い
で
実
習
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
「
話
し
掛
け
る
」「
ご
飯
を
食
べ
る
」「
ハ
イ
テ

ン
シ
ョ
ン
で
い
く
」「
実
習
仲
間
と
仲
良
く
や
る
」

「
課
題
を
設
定
す
る
」「
挨
拶
す
る
」「
謙
虚
に
…
」。

利
用
者
や
職
員
の
方
と
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
で

す
ね
。
来
年
も
ま
た
違
う
形
で
の
実
習
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
井
福
井
福
井
福
井
福
井
…
肢
体
不
自
由
児
施
設
の
子
供
た
ち
と
シ
ャ
ボ
ン

玉
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
に
戻
っ
た
つ

も
り
で
歌
っ
た
り
シ
ャ
ボ
ン
玉
や
ボ
ー
ル
遊
び
を

し
た
こ
と
が
楽
し
く
も
あ
り
新
鮮
で
し
た
。

稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
稲
葉
…
児
童
養
護
施
設
で
、

「
し
て
あ
げ
る
」
で
は

な
く
「
一
緒
に
す
る
」

と
言
う
姿
勢
で
臨
ん

だ
所
が
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
中
学
生
は

朝
起
こ
す
時
ふ
ざ
け

て
プ
ロ
レ
ス
技
で
起
こ
し
た
り
、「
実
習
生
」
と
言

う
よ
り
「
そ
の
一
員
」
と
言
う
ス
タ
イ
ル
で
行
っ

た
こ
と
が
結
果
的
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
田
山
田
山
田
山
田
山
田
…
同
性
介
護
と
言
う
部
分
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
は
排
泄
介
助
も
一
度
だ
け
で
、
同
性

だ
っ
た
の
で
私
の
場
合
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
が
担
当
し
た
利
用
者
さ
ん
は
痴
呆
も
無
い

人
だ
っ
た
の
で
テ
レ
ビ
番
組
の
こ
と
な
ど
で
話
題

作
り
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
杉
田
…
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
さ
ん
に
痴
呆
の
方

が
た
く
さ
ん
い
て
、「
帰
り
た
い
」
と
言
う
声
に
対

し
て
職
員
の
人
は
う
ま
く
状
況
を
納
得
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
痴
呆
の
方
は
「
状
況
を
納
得
さ
せ
る
」
と

い
う
介
助
の
仕
方
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
話
を
親
身
に
聞
こ

う
と
し
て
冷
静
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
一

緒
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寮
母
さ
ん
や
施
設

の
方
の
助
け
で
実
習
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
大
竹
…
一
週
間
ご
と
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
っ

て
い
て
様
々
な
場
所

に
行
く
の
で
日
々
の

積
み
重
ね
が
あ
ま
り

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
ま
で
障
害
者
の

方
々
と
接
す
る
の
が
苦
手
で
し
た
が
、
授
産
施
設

で
接
し
て
み
て
「
私
は
障
害
者
の
方
の
反
応
を

ゆ
っ
く
り
待
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
言
う

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

職
員
の
方
々
が
と
に
か
く
地
域
に
根
付
こ
う
と

い
う
努
力
が
私
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
寺
脇
…
利
用
者
と
接
す
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、

ケ
ー
ス
記
録
を
事
前
に
見
て
自
分
の
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
訪
問
し
ま
し
た
。「
実
習
生
」
と

い
う
甘
い
考
え
は
捨
て
失
礼
の
無
い
よ
う
に
努
め

ま
し
た
。
で
も
現
実
と
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の

大
き
さ
に
動
揺
し
て
し
ま
い
、
最
初
は
と
ま
ど
い

ま
し
た
。

先
生
先
生
先
生
先
生
先
生
…
実
習
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て
実
習
の
内
容
は

様
々
で
す
ね
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
て
き
た

み
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大竹由夏大竹由夏大竹由夏大竹由夏大竹由夏

寺脇立子寺脇立子寺脇立子寺脇立子寺脇立子

福井秀隆福井秀隆福井秀隆福井秀隆福井秀隆山田久美山田久美山田久美山田久美山田久美

中野中野中野中野中野     創創創創創渋川健史渋川健史渋川健史渋川健史渋川健史

稲葉貴幸稲葉貴幸稲葉貴幸稲葉貴幸稲葉貴幸

▲本多先生を囲む８人の学生達

杉田紫織杉田紫織杉田紫織杉田紫織杉田紫織

本多勇先生本多勇先生本多勇先生本多勇先生本多勇先生
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◇
大
学
院

◇
大
学
院

◇
大
学
院

◇
大
学
院

◇
大
学
院

第
２
回
大
学
院
研
究
報
告
会
を
終
え
て

第
２
回
大
学
院
研
究
報
告
会
を
終
え
て

第
２
回
大
学
院
研
究
報
告
会
を
終
え
て

第
２
回
大
学
院
研
究
報
告
会
を
終
え
て

第
２
回
大
学
院
研
究
報
告
会
を
終
え
て

大
学
院
修
士
課
程
発
足
後
９
ヶ
月
が
経
過
し
、

関
係
者
一
同
、40
名
の
院
生
と
共
に
、一
つ
一
つ

問
題
解
決
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
　
先
日
第
２

回
の
大
学
院
研
究
報
告
会
を
開
き
、
院
生
の
一

人
一
人
が
自
分
の
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
　
い
ず
れ
も
７
月
の

第
１
回
に
比
べ
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
さ
れ
て

い
る
様
子
が
伺
わ
れ
、
４
月
に
蒔
か
れ
た
40
粒

の
種
か
ら
、
や
が
て
学
内
の
パ
ン
ジ
ー
の
よ
う

な
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
多
忙
の

中
、ご
参
加
、ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生

方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　（
初
山
泰
弘
）

◇
看
護
学
科

◇
看
護
学
科

◇
看
護
学
科

◇
看
護
学
科

◇
看
護
学
科

『『『『『
国
際
看
護
論
』

国
際
看
護
論
』

国
際
看
護
論
』

国
際
看
護
論
』

国
際
看
護
論
』
を
後
期
か
ら
開
講
し
ま
し
た
！

を
後
期
か
ら
開
講
し
ま
し
た
！

を
後
期
か
ら
開
講
し
ま
し
た
！

を
後
期
か
ら
開
講
し
ま
し
た
！

を
後
期
か
ら
開
講
し
ま
し
た
！

看
護
の
世
界
で
は
こ
こ
数
年
、
国
際
保
健
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
学
生
間
で
も
青
年

海
外
協
力
隊
やNGO

が
話
題
に
な
る
ら
し
い
。確

か
に
国
内
に
も
在
日
外
国
人
の
医
療
問
題
が
あ

り
、
開
発
途
上
国
な
ど
に
は
貧
困
、
人
口
問
題
、

感
染
症
、
環
境
破
壊
な
ど
人
々
の
健
康
を
脅
か

す
深
刻
な
状
況
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

日
本
で
も
国
際
的
視
野
を
も
つ
看
護
婦
の
育
成

が
必
須
と
な
っ
た
。1997

年
に
施
行
さ
れ
た
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
広
い
視
野
に
基
づ
い
て
諸

外
国
と
の
協
力
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
と
い

う
ね
ら
い
が
明
示
さ
れ
、
現
在
で
は
重
要
科
目

と
も
言
え
る
。
今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　（
中
村
　
勝
）

◇
理
学
療
法
学
科

◇
理
学
療
法
学
科

◇
理
学
療
法
学
科

◇
理
学
療
法
学
科

◇
理
学
療
法
学
科

11
月
24
日
に
卒
論
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
題
数
は
34
題
。
発
表
に
際
し
て
入
念
な
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や
早
々
と
仕
上
げ

て
余
裕
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々
で
し
た
。

ま
た
発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

お
り
、
ど
よ
め
き
や
笑
い
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。質
問
も
積
極
的
で
、質
問
用
マ
イ
ク
の
前
に

は
質
問
者
の
列
が
で
き
、
時
間
延
長
さ
れ
る
な

ど
充
実
し
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
4
年
生

は
卒
論
提
出
も
終
わ
り
国
家
試
験
に
向
け
て
の

勉
強
、
3
〜
1
年
生
は
後
期
試
験
と
忙
し
く
も

充
実
し
た
こ
の
時
期
、
体
調
に
気
を
付
け
て
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　（
西
條
富
美
代
）

◇
作
業
療
法
学
科

◇
作
業
療
法
学
科

◇
作
業
療
法
学
科

◇
作
業
療
法
学
科

◇
作
業
療
法
学
科

臨
床
実
習

臨
床
実
習

臨
床
実
習

臨
床
実
習

臨
床
実
習
（
総
合
実
習
）

（
総
合
実
習
）

（
総
合
実
習
）

（
総
合
実
習
）

（
総
合
実
習
）
お
疲
れ
さ
ま

お
疲
れ
さ
ま

お
疲
れ
さ
ま

お
疲
れ
さ
ま

お
疲
れ
さ
ま
!!!!!!!!!!

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
ど
ん
な
新
年
を

迎
え
ま
し
た
か
？

４
年
生
の
総
合
実
習
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

最
後
の
追
い
込
み
の
季
節
。
国
家
試
験
ま
で
最

後
の
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

臨
床
実
習
で
は
色
々
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の
経
験
に
終
わ
ら
せ
ず
、

情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
の
経
験
を
活
か
し
て

下
さ
い
。
４
年
生
は
後
輩
へ
の
情
報
伝
達
も
お

願
い
し
ま
す
。
３
年
生
以
下
は
４
年
生
か
ら

色
々
聞
く
機
会
を
持
つ
よ
う
心
が
け
て
み
て
下

さ
い
。

（
久
保
田
清
子
）

◇
言
語
聴
覚
障
害
学
科

◇
言
語
聴
覚
障
害
学
科

◇
言
語
聴
覚
障
害
学
科

◇
言
語
聴
覚
障
害
学
科

◇
言
語
聴
覚
障
害
学
科

国
家
試
験
に
向
け
て
日
々
勉
強
！

国
家
試
験
に
向
け
て
日
々
勉
強
！

国
家
試
験
に
向
け
て
日
々
勉
強
！

国
家
試
験
に
向
け
て
日
々
勉
強
！

国
家
試
験
に
向
け
て
日
々
勉
強
！

４
年
生
は
12
月
に
臨
床
実
習
を
終
え
、
現
在

３
月
26
日
に
行
わ
れ
る
第
２
回
言
語
聴
覚
士
国

家
試
験
に
向
け
て
猛
勉
強
中
で
す
。
昨
年
に
引

き
続
き
学
内
の
多
く
の
先
生
の
御
協
力
を
得
て

国
家
試
験
対
策
講
習
会
を
１
月
上
旬
に
実
施
し
、

４
年
生
に
国
家
試
験
へ
の
緊
張
と
意
欲
が
一
層

高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
臨
床
実
習

と
同
様
、
み
な
さ
ん
が
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ

と
の
ま
と
め
と
な
り
ま
す
。
試
験
ま
で
あ
と
２

カ
月
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
健
康
状
態
に
も

充
分
留
意
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　（
烏
野
幹
夫
）

◇
放
射
線

◇
放
射
線

◇
放
射
線

◇
放
射
線

◇
放
射
線
・・・・・
情
報
科
学
科

情
報
科
学
科

情
報
科
学
科

情
報
科
学
科

情
報
科
学
科

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
爽

や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
記
念
す

べ
き
年
で
し
た
。
卒
業
生
か
ら
届
く
便
り
や
伝

聞
が
何
と
も
嬉
し
い
で
す
。
年
が
明
け
て
日
一

日
と
次
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
日
が
近
づ
い
て

き
ま
す
が
、
昨
年
の
新
春
と
何
か
違
う
感
じ
が

す
る
の
は
、
恐
ら
く
、
我
が
大
学
、
学
科
、
教
員

を
、
そ
し
て
後
輩
達
を
外
か
ら
見
て
い
る
同
胞

が
全
国
に
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
後
に
続

く
４
年
生
は
国
試
と
就
職
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
全
員
が
難
関
突
破
し
て
も
ら
い
た
い

し
、
３
年
生
は
臨
地
実
習
で
一
回
り
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
１
、
２
年
生
は
今
こ
そ
基
礎
実
力
を

つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　（
野
原
功
全
）

◇
医
療
経
営
管
理
学
科

◇
医
療
経
営
管
理
学
科

◇
医
療
経
営
管
理
学
科

◇
医
療
経
営
管
理
学
科

◇
医
療
経
営
管
理
学
科

医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

医
療
経
営
管
理
学
科
は
、
栃
木
県
病
院
協
会

と
共
催
で
1
月
22
日(

土)

に
学
生
の
就
職
活
動

を
兼
ね
た
医
療
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
よ
り
良
き
医
療
を
目
指
し
て
〜
介

護
保
険
の
導
入
と
医
療
経
営
〜
」
で
す
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
病
院
協
会
の
他
に
栃
木
県
医
師
会
、

栃
木
県
保
健
福
祉
部
、
栃
木
県
精
神
衛
生
協
会
、

栃
木
県
看
護
協
会
、
栃
木
県
老
人
保
健
施
設
協

議
会
か
ら
も
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
場
は
栃
木
会
館
小
ホ
ー
ル(

宇
都
宮
市)

、
時

間
は
午
後
３
時
〜
６
時
、
参
加
費
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　  (

磯 

伸
彦)

◇
医
療
福
祉
学
科

◇
医
療
福
祉
学
科

◇
医
療
福
祉
学
科

◇
医
療
福
祉
学
科

◇
医
療
福
祉
学
科

一
期
生
の
３
年
生
は
、
実
習
が
ほ
ぼ
終
了
し
、

関
心
が
４
年
次
の
実
習
、
卒
論
、
就
職
、
国
試
に

向
い
て
き
ま
し
た
。
医
療
福
祉
学
科
全
員
が
目

指
す
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
は
、
全
国
合
格

率
は
30
％
程
度
と
厳
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
社

会
福
祉
士
は
名
称
独
占
の
資
格
な
の
で
国
試
に

合
格
す
れ
ば
社
会
福
祉
士
と
い
う
職
業
に
就
け

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ

国
試
・
就
職
活
動
が
目
の
前
に
迫
っ
て
き
て
、
一

期
生
に
は
、
実
現
可
能
性
と
所
期
の
希
望
の
調

整
に
悩
む
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。
が
ん
ば
れ
３
年

生
。
夢
を
見
据
え
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　（
田
澤 

薫
）

◇
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

◇
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

◇
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

◇
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

◇
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

聴
き
、

聴
き
、

聴
き
、

聴
き
、

聴
き
、
話
す
楽
し
み
、

話
す
楽
し
み
、

話
す
楽
し
み
、

話
す
楽
し
み
、

話
す
楽
し
み
、
観
る
楽
し
み

観
る
楽
し
み

観
る
楽
し
み

観
る
楽
し
み

観
る
楽
し
み

フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

受
講
生
は
百
数
十
名
と
な
り
安
定
し
て
い

る
。
こ
の
言
語
固
有
の
魅
力
に
、
最
近
の
日

仏
関
係
、
本
学
教
務
委
・
英
語
科
諸
先
生
の

ご
理
解
に
よ
る
語
学
単
位
修
得
法
の
手
直
し

も
追
い
風
と
な
っ
て
い
よ
う
。
学
習
を
楽
し

い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
習
い
立
て
の
文
法

事
項
を
反
復
駆
使
し
て
、
応
答
・
会
話
に
専

念
す
る
時
間
を
拡
充
、
表
現
内
容
に
は
リ
ア

ル･

タ
イ
ム
の
事
象
を
織
り
こ
ん
で
い
る
の

で
、学
生
諸
君
の
興
味
集
中
が
見
ら
れ
る
。し

か
も
理
解
と
発
話
の
分
野
は
現
代
学
生
の
能

力
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
映
画
鑑
賞
に
よ
る

仏
文
化
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
行
い
、
セ
リ
フ
な

ど
の
試
験
出
題
に
よ
り
刺
激
あ
る
も
の
と
し

た
。

（
荻
原
茂
久
）

◇
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

◇
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

医
療
過
誤
と
剖
検

医
療
過
誤
と
剖
検

医
療
過
誤
と
剖
検

医
療
過
誤
と
剖
検

医
療
過
誤
と
剖
検

国
内
外
で
医
療
過
誤
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
。
病
院
実
習
な
ど
に
際
し
て
、
と
く
に
気

を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
過
誤
に
際
し
て
の
剖
検
の
対
応
が
問

題
と
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
解
剖
は
、
そ

の
目
的
に
よ
っ
て
系
統
解
剖
（
篤
志
家
か
ら

の
献
体
に
よ
る
）、
病
理
解
剖
（
病
因
の
究

明
）、
司
法
解
剖
（
犯
罪
医
学
）、
行
政
解
剖

（
事
故
の
究
明
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
病
院
内

の
不
慮
の
出
来
事
な
ど
は
病
理
解
剖
の
対
称

で
な
く
、
疾
病
が
死
因
と
な
っ
た
も
の
に
限

ら
れ
、
ご
遺
族
の
承
諾
書
が
法
的
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
臨
床
に
携
わ
る
者
に

と
っ
て
一
つ
の
常
識
と
思
い
ま
す
。2000

年

は
医
療
過
誤
０
の
年
で
あ
る
よ
う
祈
念
し
て

い
ま
す
。

（
飯
高
和
成
）

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
年
4
月
か
ら
い
よ
い
よ
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
改
革
の
波
が
次
々
と

学科学科学科学科学科・・・・・センターだよりセンターだよりセンターだよりセンターだよりセンターだより
Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on

Inf
orm
ati
on
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押
し
寄
せ
て
来
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
在
宅

医
療
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。
当
面
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な

ど
）、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
な
ど
を
取
り
扱
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
開
始
に
当
た
っ
て
既
存

の
施
設
の
一
部
を
改
装
し
、
病
床
も
部
分
的
に

転
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
学
生
・
教
職
員
の

方
々
の
健
康
管
理
に
は
支
障
が
無
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
ま
す
が
来
所
さ
れ
る
際
な
ど

ご
注
意
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　（
都
築
正
和
）

◇
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

◇
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

◇
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

◇
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

◇
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

言
語
障
害
あ
れ
こ
れ

言
語
障
害
あ
れ
こ
れ

言
語
障
害
あ
れ
こ
れ

言
語
障
害
あ
れ
こ
れ

言
語
障
害
あ
れ
こ
れ
（
３
）

（
３
）

（
３
）

（
３
）

（
３
）

学
習
障
害

学
習
障
害

学
習
障
害

学
習
障
害

学
習
障
害（Learning Disabilities, LD

）

知
的
発
達
の
遅
れ
、
難
聴
、
自
閉
症
な
ど
、
学

習
を
阻
害
す
る
原
因
が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

読
み
書
き
、
算
数
な
ど
の
学
習
が
遅
れ
る
状
態

を
い
い
ま
す
。
原
因
は
脳
機
能
の
発
達
障
害
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
、
家
族
性
に
生
じ
る
こ
と
の

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
LD
児
は
知
的

に
正
常
な
の
で
、
努
力
し
て
も
友
達
の
よ
う
に

学
習
が
進
ま
な
い
こ
と
に
自
ら
早
く
気
付
き
ま

す
。
し
か
し
難
聴
な
ど
と
違
っ
て
障
害
の
形
を

捉
え
に
く
い
の
で
、
障
害
に
対
し
て
家
族
や
学

校
が
理
解
し
難
く
、
問
題
が
子
供
の
努
力
の
足

り
な
さ
に
す
り
替
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
子
供
は
学
習
意
欲
を
な
く
し
。
不
登
校
を
招

く
こ
と
か
多
く
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
で
は
ま
だ

LD
に
対
す
る
社
会
的
認
識
が
浅
く
、
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
に
は
不
登
校
の
LD
児
が
多
く
訪
れ
ま

す
。

　
　
　
　（
大
石
敬
子
）

解答  　 問題

　　 1　　ウ　　　4　　ア　　

　 2　　イ　　　5　　エ　　

　 3　　オ　　　

I U H WI U H WI U H WI U H WI U H W クイズクイズクイズクイズクイズ - - - - - 第第第第第 171 71 71 71 7 弾弾弾弾弾 -----　当選者発表　当選者発表　当選者発表　当選者発表　当選者発表
クイズにたくさんの応募をいただきありがとうございます。正解者は40名でした。厳選なる抽選の結果、川
越美千代さん（福祉１年）に当たりました。当選者は学生証を持参の上、事務局まで来てください。なお正解
は以下の通りです。

問 1 A: This new TV doesn’t work at all.
B: It must be a ( lemon ).

問 2 A: Will you please help me do this?
B: Sure. It’s  a piece of ( cake　)to me.

問 3 A: I think that actor overacts and shows off.
B: Yeah, he is a (　ham　) actor.

問 4 A: I’m really mad about this problem.
B: I’m going (　bananas　),too.

問 5 A: He is the person who brings home the (　bacon　).
B: Oh, I see.

 ア bananas　イ cake　ウ lemon　エ bacon　オ ham

情報メディア室からのお願い情報メディア室からのお願い情報メディア室からのお願い情報メディア室からのお願い情報メディア室からのお願い
情報メディア室では、本誌IUHWとホームページ充実をより一層計るため、広く皆様から情報をお待ちして
おります。特に学生の皆さんからの熱意あふれた声をお待ちしております。なお情報メディア室はＪ棟１階に
ありますので、お気軽に遊びに来てください。

教員紹介教員紹介教員紹介教員紹介教員紹介
毎号、各学科・センターからご紹介頂きます。
①所属・職位 ②生年 ③出身校 ④専門分野 ⑤直前の勤め先 ⑥主要著書又は論文どちらか1点 ⑦本校における担
当科目 ⑧趣味

冨沢比呂之冨沢比呂之冨沢比呂之冨沢比呂之冨沢比呂之（（（（（トトトトトミミミミミザザザザザワワワワワ　　　　　ヒヒヒヒヒロロロロロシシシシシ）））））
①放射線・情報科学科　講師
②1958年 ③立教大学 ④錯体化学
⑤立教大学
⑥Preparation and Characterization
of trans- and cis-Anionobis
( e t h y l e n e d i a m i n e ) n i t r o s y l -
ruthenium(II) Complexes
⑦化学、基礎化学、基礎化学実験、放射
化学実験、放射線管理学実験
⑧スポーツ、映画鑑賞

山本雅憲山本雅憲山本雅憲山本雅憲山本雅憲（（（（（ヤヤヤヤヤマママママモモモモモトトトトト     マサノリ）マサノリ）マサノリ）マサノリ）マサノリ）
①臨床医学研究センター・助教授

②1952年
③名古屋大学医学部
④泌尿器科学、男子不妊症
⑤茅ヶ崎中央病院
⑥Successful use of interferon for
male infertility. Lancet 344:
614,1994
⑦泌尿器科学 ⑧読書

廣田佳代廣田佳代廣田佳代廣田佳代廣田佳代（（（（（ヒヒヒヒヒロロロロロタタタタタ　　　　　カカカカカヨヨヨヨヨ）））））
①看護学科・技術助手
②1970年
③国立栃木病院附属看護学校
④成人看護
⑤国立栃木病院
⑦臨床看護実習指導等
⑧ドライブ、友人達とバーベキュー等

松永達雄松永達雄松永達雄松永達雄松永達雄（（（（（マママママツツツツツナナナナナガガガガガ　　　　　タタタタタツツツツツオオオオオ）））））
①言語聴覚障害学科・助教授
②1963年
③慶應義塾大学医学部
④耳鼻咽喉科
⑤ペンシルバニア大学病理医科学教室
⑥聴覚情報処理とその異常、メジカル
ビュー社、1996年、共著
⑦耳鼻咽喉科
⑧ドライブ、映画、テニス

初
雪
便
り

平
成
十
二
年
一
月
十

二
日
（
水
）
本
学
に
初
雪

が
降
り
ま
し
た
。
寒
さ

も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

り
、
冬
も
本
格
的
に

な
っ
て
き
ま
す
。
風
邪

な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
健

康
に
は
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

待 望
の ？

待 望
の ？

待 望
の ？

待 望
の ？

待 望
の ？

初 雪
で す

初 雪
で す

初 雪
で す

初 雪
で す

初 雪
で す
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リレーエッセイリレーエッセイリレーエッセイリレーエッセイリレーエッセイ
理学療法学科理学療法学科理学療法学科理学療法学科理学療法学科     黒澤和生先生黒澤和生先生黒澤和生先生黒澤和生先生黒澤和生先生

最近のマイブ－ムは紅茶です。きっかけは定かで
はありませんが、今、我が家には中国のキ－マン、イ
ンドのダ－ジリン、アッサム、セイロン茶（現スリ
ランカ）、ジャワ茶など、それぞれ農園ごとに味が異
なる13種類の紅茶が、狭い棚いっぱいに並んでいま
す。キ－マン、ダ－ジリン、ウバ（セイロン茶）は
世界三大銘茶と呼ばれていますが、私の中では、ダ
－ジリン地方のナグリとセイロン茶のキャンディ－
（ミルクティ－に最適）が一押といったところです。
先日、紅茶専門家から話を聞く機会があり、その
味わいの表現方法に驚かされました。「舌の上にくっ
きりとピラミッドが建つ」、「切れ味が鋭くてボディ
－がある」、「香りが口から鼻に漂って、後味が軽や
か」など一種独特な表現が耳に新鮮でした。まるで
ソムリエの田崎真也がワインを飲んでいるような表
現でした。説明では、渋み、甘み、酸味の釣り合い
がとれていることを、「舌の上にピラミッドが建つ」
と表現し、ふくよかで、豊かな膨らみがあることを、
「ボディ－がある」と言うのだそうです。
私流にナグリを紹介しますと、夏摘みナグリの香
りは、マスカットフレ－バ－が口から鼻に抜け、程
良い渋みが広がった上に、どことなく酸味が漂い、最
後に甘みが残るというすばらしくバランスのとれた
お茶です。それは、まるで舌の上に奈良の大仏が建
つようです。こんな話で、お茶が濁ってしまいまし
た。　（理学・K亭K朝）
 次回執筆者：大内章子先生（看護学科）

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記

私が感銘を受けた本私が感銘を受けた本私が感銘を受けた本私が感銘を受けた本私が感銘を受けた本（（（（（第第第第第２２２２２回回回回回）））））

IUH WI U H WI U H WI U H WI U H W クイズ　クイズ　クイズ　クイズ　クイズ　----- 第第第第第 181 81 81 81 8 弾弾弾弾弾 -----
賞品はなんと旅行ギフト券賞品はなんと旅行ギフト券賞品はなんと旅行ギフト券賞品はなんと旅行ギフト券賞品はなんと旅行ギフト券（（（（（8 0 0 08 0 0 08 0 0 08 0 0 08 0 0 0 円分）円分）円分）円分）円分）！！！！！
ご存じですか。1999 年 12 月にモロッコのマラケシュで行われた第 23回世界遺産委員会において、栃木県の「日光の社寺」が

世界遺産に選ばれました。今回は、それにまつわるクイズです。正解を記入して事務局窓口外側のメールボックスへ投入してく
ださい。正解者多数の場合は、抽選で１名の方に旅行ギフト券をプレゼント。応募資格は本学の学生で、１人１通、締め切りは
2 月 20 日です。

１．次のうち、今回の登録資産に含まれていないものはどれでしょう？？
　①東照宮　②二荒山神社　③輪王寺 ・大猷院　④華厳の瀧　
２．さて、「日光の社寺」は日本で何番目の世界遺産登録だったでしょう？？
　①１番目　② 5 番目　③ 10 番目　④ 15 番目
３．世界遺産に含まれていないものはどれでしょう？？
　①原爆ドーム　②知床半島　③金閣寺　④屋久島　⑤姫路城
４．もう一問、世界遺産に含まれていないものはどれでしょう？？
　①自由の女神（アメリカ）　②ピラミッド（エジプト）　
　③パナマ運河（パナマ）　④アウシュビッツ強制収容所（ポーランド）　
　⑤グレートバリアリーフ（オーストラリア）
５．世界遺産を扱う国際機関 UNESCO の本部はどこにあるでしょう？？
　①パリ　②ベルリン　③ローマ　④ロンドン

キリトル

学科　　　　　　　　学年　　　　　

名前　　　　　　　　　　　　　　　

解答　1　　　　　　　4　　　　 　

　　　2　　　　　　　5　　 　　　　

　　　3　　　　　　　　　　 　

もうかもうかもうかもうかもうか

　書名　書名　書名　書名　書名：：：：：孟夏の太陽孟夏の太陽孟夏の太陽孟夏の太陽孟夏の太陽
みやぎたにまさみつみやぎたにまさみつみやぎたにまさみつみやぎたにまさみつみやぎたにまさみつ

　著者　著者　著者　著者　著者：：：：：宮宮宮宮宮城城城城城谷谷谷谷谷昌昌昌昌昌光光光光光、、、、、　　　　　出出出出出版版版版版社社社社社：：：：：文藝春秋社文藝春秋社文藝春秋社文藝春秋社文藝春秋社
　紹介者　紹介者　紹介者　紹介者　紹介者：：：：：理学療法学科　谷　浩明理学療法学科　谷　浩明理学療法学科　谷　浩明理学療法学科　谷　浩明理学療法学科　谷　浩明

しん

『孟夏の太陽』は、春秋時代の晋
ちょう

の名家、趙一族の盛衰を描いた短
編集である。宮城谷小説の面白さ
は、淡々と語られる文章の隙間に
登場人物への思い入れが見え隠れ
するところにあるが、この短編集
でも、趙氏滅亡の危機に際し、二

ちょうぶ ひこし

人の男が遺児の趙武を守り抜く「月下の彦士」では、
主従が単なる上下などではないことが切なく描かれ
る。
この小説の登場人物たちが自らの「分」の中で最
善を尽くす美学は、なまぬるい平等主義と外部に虚
無的な姿勢をとっていた私が、欲していながら自ら
捨ててきたものを、読み返す度に思い起こさせ続け

あんし

てくれている。長編の『天空の舟』や『晏子』も信
頼などという言葉でまとめてはいけない心のドラマ
が感動を呼ぶ。
 *******************************************
毎号、教職員あるいは学生に簡単な紹介文を書いてい
ただき、この本を3冊購入して図書館の大谷学長著書の
書棚(入って左)に置きます。ご愛読下さい。  図書館長

DANCING COLLECTIONDANCING COLLECTIONDANCING COLLECTIONDANCING COLLECTIONDANCING COLLECTION‘‘‘‘‘9999999999

第３回ダンス部公演　第３回ダンス部公演　第３回ダンス部公演　第３回ダンス部公演　第３回ダンス部公演　1 21 21 21 21 2 月月月月月 55555 日　日　日　日　日　i ni ni ni ni n      ハーモニーホールハーモニーホールハーモニーホールハーモニーホールハーモニーホール
ダンス部38名は、約800人の観客を前に昼夜の2回、自作ダンス
を披露しました。３年生にとっては最後の舞台。そして、苦しくも
楽しくもあった３年間の集大成でありました。今回オリジナルの物
語風ダンス（20分）を柱に２時間、三部構成で18作品を踊り、大
変好評を頂きました。自分たちの可能性への挑戦、そしてダンスの
魅力をより多くの人に感じてほしい、それが私たちが公演する大き
な理由です。幕が下りた後の、あの感動を胸に、もっとすてきに輝
けるように新たなスタートを切ります。皆に感謝。そして今後も応
援よろしく。    ダンス部　谷上優子(作業３年)

新年あけましておめでとうございます。
心配されていた2000年問題も今のところ大きな被害は報告されず、まずは一安心。このIUHW30号も何らかの
影響を受けるのでは？と思っていただけに担当者一同胸をなでおろしています。
これからも広報委員会では充実した紙面作りに励みたいと思っています。皆さん、本年もどうぞよろしくお願
いします。（磯 伸彦）

▲オリジナル物語風ダンスの１コマ

D a
n c
e

D a
n c
e

D a
n c
e

D a
n c
e

D a
n c
e

 D
an
ce

 D
an
ce

 D
an
ce

 D
an
ce

 D
an
ce

  
Da
nc
e

  
Da
nc
e

  
Da
nc
e

  
Da
nc
e

  
Da
nc
e


